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教師の職業的アイデンティティ形成に及ぼす 
キャリアレジリエンスの働き

― ストレッサーに着目して ―
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The Role of Career Resilience in the Process of Teachers’ Vocational Identity Formation 
When Facing Stressors

Makiko Kodama

Abstract: The purpose of this study was to examine the role that career resilience plays in 
the process of teachers’ vocational identity formation when facing work stressors. On the basis 
of previous studies that examined the role of career resilience among company employees, the 
following hypotheses were established: (1) career resilience would prevent the development of 
a negative psychological condition when facing stressors, thereby promoting vocational 
identity formation; (2) career resilience would decrease the negative influence of psychological 
symptoms caused by stressors on vocational identity. An online survey was conducted, and 
data were obtained from 285 elementary school teachers. The results of multiple regression 
analyses supported hypothesis (1). However, the results of analysis of variance did not support 
hypothesis (2). Those outcomes could have been due to differences in the types of stressor 
between teachers and company employees. Teachers tend to face interpersonal relationship 
stressors—especially regarding student-teacher relationships. When confronting such stressors, 
career resilience would not decrease the negative influence of psychological symptoms on 
vocational identity.
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問題

職業的アイデンティティの確立におけるキャリアレジ
リエンスの働き

近年，我々を取り巻く社会環境の変化は激しく，働
く者自らがその変化に対応し，自立的にキャリアを切
り開くことが求められている。児玉・深田（2005）は
Erikson（1959　小比木訳　1973）の提唱するアイデ
ンティティの職業領域として職業的アイデンティティ

（vocational identity）を捉え「職業領域における自分
らしさの感覚」と定義し，自立的にキャリアを切り開

くためには，職業的アイデンティティを確立すること
が重要な課題となると指摘している。さらに児玉・深
田（2005）は先行研究を概観し，職業的アイデンティ
ティには，職業役割の側面にかかわる「職業役割に関
する自分らしさの感覚」と，個の側面にかかわる「職
業的な生き方に関する自分らしさの感覚」の２つの側
面があるとしている。

このような変化の激しい社会の中で職業的アイデン
ティティを確立してキャリアを切り拓いていくために
は，様々な変化などのキャリア形成における危機に直
面した際にそれを克服する力である「キャリアレジリ
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エンス」が重要な役割を担うと児玉（2015）は述べて
いる。キャリアレジリエンスはキャリア形成の場面に
レジリエンスの概念を適用したものである。レジリエ
ンスの定義は多々あり，広義のものとしてはそのプロ
セスと結果とそれに必要な能力がすべて含まれたもの

（例えば Masten, Best, & Garmezy, 1990）が，狭義の
ものとしては環境への適応のプロセスに着目した定義

（例えば Luthar, Cicchetti, & Becke, 2000）や，その
ための能力や心理的特性に着目した定義（例えば
Grotberg, 2003）がある。プロセスとしてレジリエン
スを捉えた場合，ポジティブな適応に導く要因は保護
要因と呼ばれることもあり，３つ目の定義は保護要因
の一つとも捉えられる。

Mishra & McDonald（2017）はこれまでのキャリ
アレジリエンスの定義を整理した結果，キャリアレジ
リエンスはキャリア関連の挫折からの回復のための能
力と，プロセスの２つに大別されると述べている。児
玉（2015）はこれらの定義のうち前者としてキャリア
レジリエンスを捉え，「キャリア形成を脅かすリスク
に直面した時，それに対処してキャリア形成を促す働
きをする心理的特性」と定義した。さらに児玉（2015）
は，これまでのキャリアレジリエンスの尺度の構成概
念が不十分であると指摘し，キャリアレジリエンスお
よびレジリエンスの既存の尺度等を参考に，チャレン
ジ・問題解決・適応力（以下，問題対応力），ソーシャ
ルスキル，新奇性・興味関心の多様性（以下，新奇・
多様性），未来志向，援助志向の５つの構成要素から
なるキャリアレジリエンス尺度を開発した。

キャリア形成におけるキャリアレジリエンスの働き
を検証した研究はいくつかみられるが，就業者を対象
に職業的アイデンティティ形成におけるキャリアレジ
リ エ ン ス の 働 き が 示 さ れ た 研 究 は 児 玉（2015），
Kodama（2017），Kodama（2021）のみである。児玉

（2015）では職場で日常的に起こりうるネガティブラ
イフイベント（例えば，担当する仕事がうまくすすま
なかったなど）に着目し，キャリアレジリエンスの５
つの構成要素の働きを検証した。分析の結果，キャリ
アレジリエンスのうち特に問題対応力の保有度合が高
いと，ネガティブライフイベントとなりうる経験をし
てもそれをきっかけにネガティブな心理状態に陥りに
くいことを示唆していた。またキャリアレジリエンス
のうち特に援助志向は，ネガティブライフイベントに
よる職業的アイデンティティへのネガティブな影響を
軽減する働きをすることが示唆された。また Kodama

（2017）は就職後に自分の理想・期待と職場の現実と
のギャップを感じることから生じるショック反応を指
すリアリティショックに着目し，キャリアレジリエン

スの働きを検証した。分析の結果より，リアリティ
ショックを経験すると職業的アイデンティティの形成
度合が低くなるが，キャリアレジリエンスの問題対応
力と未来志向がリアリティショックの経験そのものを
減少させる効果を示していた。さらに，キャリアレジ
リエンスのソーシャルスキルがリアリティショックを
経験しても，職業的アイデンティティに及ぼすリアリ
ティショックのネガティブな影響を軽減する効果をも
つことが示唆された。さらに Kodama（2021）は心身
の変化と仕事内容の変化を体験した際のキャリアレジ
リエンスの働きを検証した。その結果，これらのいず
れかの変化を体験してネガティブな心理状態に陥った
場合，職業的アイデンティティの形成度合が低下する
ことが示唆された。一方で心身の変化を体験しても
キャリアレジリエンスの問題対応力と未来志向の保有
度合いが高い場合，また仕事内容の変化を体験しても
キャリアレジリエンスの問題対応力とソーシャルスキ
ルと新奇・多様性と未来志向の保有度合いが高い場合，
ネガティブな心理状態に至らないことが示唆された。
しかしキャリアレジリエンスのいずれの構成要素も，
これらの変化をきっかけに生じたネガティブな心理状
態による職業的アイデンティティへのネガティブな影
響を緩和する働きは示さなかった。

これらの研究より，児玉（2015）の提唱したキャリ
アレジリエンスが，①「危機になりうる出来事」に直
面してもネガティブな心理的症状に陥ることを防ぐ働
きを示すことで，職業的アイデンティティの形成度合
の低下を防ぐ働きをすること，②「危機になりうる出
来事」の種類によっては，それをきっかけにネガティ
ブな心理的症状に陥っても職業的アイデンティティに
対するそれによるネガティブな影響を減少させる働き
を示すことが示唆された。しかし，これまで何らかの

「危機になりうる出来事」に直面した際のキャリアレ
ジリエンスの各要素の働きの検証は，多くの職種の企
業就業者を一括りにして対象にして調査を行い検討さ
れている。職種によって直面する「危機になりうる出
来事」が異なる可能性は大きく，同様の結果が示され
るのかは不明である。そのため特定の職種を対象に
キャリアレジリエンスの働きを検証する必要があろう。
教師のレジリエンスおよび職業的アイデンティティに
関する先行研究

特定の職種におけるレジリエンスの研究をみたと
き，教師を対象としたレジリエンスの研究が多く存在
する。その理由としては教師の抱えるストレスの問題
の深刻さが挙げられる。実際，平成30年度の教育職員
の精神疾患による病気休職者数は5,212人（全教育職
員数の0.57％）で，平成19年度以降、5,000人前後で推
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移している（文部科学省，2019）。また，教師の直面
する仕事上の困難な状況（例えば職務内容の困難さや
職場内での人間関係の問題など）がストレッサーとな
り，身体的疲労と感情の枯渇を示すとともに働く意欲
の喪失も含めた状態を指すバーンアウトの原因となる
ことを報告する研究は数多くみられる（例えば，高木・
田中，2003）。よって教師が日々の仕事で困難な状況（ス
トレッサー）に直面することは，上述の「危機になり
うる出来事」と言える。

このような背景のもと，教師を対象としたレジリエ
ンスの研究は「教師レジリエンス（teacher resilience）」
と呼ばれて研究がおこなわれている。前述のレジリエ
ンスの概念を教職に適用した概念でレジリエンスと同
様にその定義は様々あるが，「逆境において教師が環
境にポジティブに適応すること」という共通点がある
と Clara（2017）は述べている。さらに Clara（2017）
によると，教師レジリエンスの先行研究は，ポジティ
ブな適応結果に着目している研究，教師の能力や特性
に着目している研究，逆境に直面した際の教師の働き
に着目している研究に分類される。このうち教師の能
力や特性として，楽観性，問題解決とリフレクション
のスキル，自己効力などが保護要因（適応に導く要因）
として着目されている（Clara, 2017）。例えば Hong

（2012）は，ストレス等で仕事を辞めた新任教員と辞
めなかった新任教員の違いを，（プロセスで捉えた）
レジリエンスにおける保護要因との関係で検討した。
なおこの研究では保護要因を自己効力，信念，価値観，
情動の４側面で捉えていた。分析の結果より，辞めた
新任教員は，生徒の問題行動に対処せねばならない際，
自己効力感が低下し，困難に感じる原因は自身の性格
特性等であると感じ，感情的なバーンアウトを経験し
ていたが，同様の状況でも辞めなかった人たちは，管
理職からの支援等を受けて，比較的高い自己効力を維
持し続けたことを報告している。

一方，教師を対象としたアイデンティティ研究も
多々行われているが，児玉・深田（2005）が提唱して
いるような「職業役割に関する自分らしさの感覚」と

「職業的な生き方に関する自分らしさの感覚」の２つ
の側面からなる職業的アイデンティティではなく，
もっぱら前者にかかわる専門家としてのアイデンティ
ティ（professional identity，teacher identity）が扱
われている。レジリエンスと教師アイデンティティと
を扱った研究としては，例えば転職して教師を志す者
を対象に，様々なストレス経験を含む実際の学級での
経験が教師アイデンティティとレジリエンスの形成に
どのような影響を及ぼすのかを検討した Crosswell & 
Beutel（2017）などがある。Carrillo & Flores（2018）

はベテラン教員の教師アイデンティティに影響する要
因に関わる先行研究を概観し，教師アイデンティティ
と教師レジリエンスが密接にかかわっていることを報
告している。しかし，教師を対象に，前述のキャリア
レジリエンスの示した働きと同様のもの，すなわち，
教師にとって「危機になりうる出来事」に直面した際
に職業的アイデンティティ（専門家としてのアイデン
ティティを含む）を形成する過程で，レジリエンスの
定義のうち保護要因と呼ばれる要素がどのような働き
を示すのかを検討した研究は見当たらない。
本研究の目的

よって本研究では，教師を対象に，「危機になりう
る出来事」に直面した際の，職業的アイデンティティ
形成におけるキャリアレジリエンスの働きについて検
証することを目的とする。教師を対象に検証すること
で，教職という特定の職種でのキャリアレジリエンス
の働きを明らかにすると同時に，様々な職種が含まれ
ている企業就業者を対象とした先行研究の結果と比較
することで，職種によるキャリアレジリエンスの働き
の違いの有無に関する知見を得たい。

教師にとっての「危機になりうる出来事」としては，
バーンアウトなど深刻な問題をもたらす，教師が日々
の生活の中で経験するストレッサー（以下，教師スト
レッサーと呼ぶ）を扱う。また職業的アイデンティティ
については，個々の教師のキャリア形成を考えるため
には，教師という職業役割に関する側面以外にも，個
人の職業的な生き方（例えば教師以外の職種に再就職
することなども含んだ生き方）に関する側面にも着目
することが重要となる。そのため児玉・深田（2005）
の提唱した職業的アイデンティティの概念で捉える。
さらに児玉（2015）のキャリアレジリエンスの構成要
素は，教師レジリエンスの先行研究で保護要因として
扱われてきた要素と一部重複している。例えば児玉

（2015）のキャリアレジリエンスの要素の問題対応力
は，教師レジリエンスの先行研究で保護要因とされる
自己効力や問題解決のスキルと類似し，キャリアレジ
リエンスの要素の未来志向は楽観性に関わる項目が含
まれていることから教師レジリエンスの先行研究で保
護要因とされる楽観性と類似していると言えよう。こ
のことから教師の職業的アイデンティティ形成におい
ても，児玉（2015）のキャリアレジリエンスの構成要
素が重要な働きをすることが予測される。

本研究では，教師を対象に，キャリアレジリエンス
が以下の働きを示すことを検証する；①教師ストレッ
サーに直面してもネガティブな心理的症状に陥ること
を防ぐ働きを示すことで，職業的アイデンティティの
形成度合の低下を防ぐ働きをすること，②教師スト

02_児玉真樹子先生.indd   1102_児玉真樹子先生.indd   11 2021/11/27   9:322021/11/27   9:32



児玉真樹子

― 12 ―

レッサーをきっかけにネガティブな心理的症状に陥っ
ても，職業的アイデンティティに及ぼすそれによるネ
ガティブな影響を減少させる働きをすること。
分析計画

上述のキャリアレジリエンスの働きを検討するた
め，次のような分析を行う。まず，上述①の働きにつ
いては，教師ストレッサー経験群を対象に，そのスト
レッサーから生じたネガティブな心理的状態を目的変
数，キャリアレジリエンスを説明変数とする重回帰分
析と，職業的アイデンティティを目的変数，ストレッ
サーから生じたネガティブな心理的状態とキャリアレ
ジリエンスを説明変数とする重回帰分析を行う。上述
②の働きについては児玉（2015）や Kodama（2017）
を参考に，教師ストレッサーを経験し，かつそれによ
りネガティブな心理状態となった者をストレス反応有
群，それ以外（ストレッサーを経験していない，もし
くは経験してもネガティブな心理状態となっていない
者）をストレス反応無群に分類し，このストレス反応
の有無とキャリアレジリエンスの各構成要素の保有程
度（高群／低群）を独立変数，職業的アイデンティティ
の各因子の得点を従属変数とした分散分析を行い，交
互作用の有無とその単純主効果の結果を確認する。こ
の際，キャリアレジリエンスの得点が低い場合は，ス
トレス反応有群が無群より職業的アイデンティティの
形成度合が低くなるが，キャリアレジリエンスの得点
が高い場合は，そのような差はみられないことを確認
する。

方法

調査方法と調査対象者
2020年１月に，Web による調査を実施した。調査

は調査会社に依頼し，調査対象者はそこのモニターの
小学校教員とし，310名から回答を得られた。調査タ
イトルは「教職への意識および心理的な特徴と，仕事
上のストレス経験に関する調査」とし，調査の目的と，
匿名性が保障されること，調査への回答は自由である
こと，調査への回答は以上の内容に同意したものとみ
なすことを調査の冒頭で明記した。

調査実施者が用意した質問項目を全て読むための所
用時間を測定したところ４分かかったため，回答所要
時間が４分未満のデータは除外し，さらに育児休暇中
の者２名と時間講師として勤務している１名を除外
し，285名分（男性139名，女性146名；平均年齢44歳；
うち管理職31名）のデータを分析対象とした。
調査内容
キャリアレジリエンス　児玉（2015）のキャリアレ

ジリエンス尺度を用いて測定した（34項目）。この構
成要素は，問題対応力（「仕事で何か問題が起きても，
自分なりの方法で乗り越えることができる」など13項
目）ソーシャルスキル（「自分から人と親しくなるこ
とが得意である」など９項目），新奇・多様性（「新し
いことや珍しいことが好きである」など６項目），未
来志向（「自分の将来に希望をもっている」など４項
目），援助志向（「他人に対して親切なほうである」な
ど２項目）であった。「とてもよくあてはまる」（４点）
から「全くあてはまらない」（１点）の４段階評定で
回答を求めた。
職業的アイデンティティ　児玉・深田（2005）の企

業就業者用職業的アイデンティティ尺度の質問項目の
うち，「現在ついている仕事」という表現を含むもの
についてはこの箇所を「教員」に置き換えて使用した。
この尺度は因子分析の結果３因子抽出され（児玉・深
田，2005），それは職業役割に関する自分らしさの感
覚の獲得感因子（「教員としての役割を自覚して行動
している」など４項目。以下，役割獲得感因子と呼ぶ），
職業的な自分らしさの実現感（「自分なりの職業的な
生き方に関する目標・目的が実現してきていると感じ
る」など４項目。以下，実現感因子と呼ぶ），職業的
自己の喪失感因子（「周囲と比較して，教員としてふ
さわしくないのではと感じる」など４項目。以下，喪
失感因子と呼ぶ）であった。キャリレジリエンスと同
様の４段階評定で回答を求めた。
教師ストレッサー　塚本（2010）の教師ストレッサー

尺度を参考に，日々の生活の中で経験するストレッ
サー（困難な出来事等）の経験の有無と，経験した場
合はその際に感じた嫌悪感を測定した。この尺度は児
童・生徒指導の困難，教師連携への不満，管理職への
不満，雑務多忙感，保護者への不満，同僚関係の困難，
私生活の犠牲，待遇への不満の８因子構造であったが，
待遇への不満については日々の生活の中で経験する困
難な出来事に関わる内容ではなかったため，この因子
以外の７因子に着目することとした。なお本研究では，
特定のストレッサーの経験の有無とそれによって生じ
るネガティブな心理状態の程度を扱う必要がある。因
子に含まれる複数の項目で経験の有無が異なると分析
が困難になるため，各因子の内容を最も反映している
と思われる質問項目を１項目ずつ抽出して利用した。
児童・生徒指導の困難については「児童・生徒の問題
行動に対する指導がうまくいかなかった」，教師連携
への不満については「教師間で協力が得られなかっ
た」，管理職への不満については「管理職からの協力
が得られなかった」，雑務多忙については「校務に追
われ，児童・生徒とゆっくり語り合う時間が持てなかっ
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た」，保護者への不満については「保護者からの一方
的な批判を受けた」，同僚関係の困難については「同
僚や先輩に裏切られた」，私生活の犠牲については「校
務のため私生活（家庭）を犠牲にした」の各項目を利
用した。各ストレッサーを経験した際のネガティブな
心理状態については塚本（2010）を参考に嫌悪感で測
定した。それぞれについて，最近３か月での経験の有
無と，経験した場合はその際の嫌悪感の程度を測定し
た。嫌悪感の程度については「とても感じた」（４点）
から「全く感じなかった」（１点）の４段階評定で回
答を求めた。

結果

信頼係数
キャリアレジリエンスと職業的アイデンティティに

ついては，各尺度の下位概念のα係数を算出した。そ
の結果，キャリアレジリエンスの問題対応力は .88，
ソーシャルスキルは .81，新奇・多様性は .84，未来志
向は .80，援助志向が .49であった。援助志向について
はα係数の値が低かったため，以降の分析では除外し
た。職業的アイデンティティの職業役割獲得感因子
は .75，職業実現感因子は .81，職業喪失感因子は .72
であった。

Table 1　教師ストレッサー経験の有無によるキャリアレジリエンスおよび職業的アイデンティティの平均（標準偏差）

児童・生徒指導の困難 教師連携への不満 管理職への不満
無（n=93） 有（n=192） t（285） 無（n=139） 有（n=146） t（285） 無（n=125） 有（n=160） t（285）

実現感 3.07（0.61） 2.92（0.56） 2.01 * 2.98（0.57） 2.96（0.59） 0.28 3.10（0.55） 2.87（0.58） 3.34 **
役割獲得感 3.15（0.53） 2.91（0.50） 3.75 *** 3.02（0.49） 2.96（0.54） 1.05 3.10（0.50） 2.90（0.52） 3.31 **
喪失感 1.98（0.59） 2.24（0.54） -3.72 *** 2.06（0.59） 2.24（0.53） -2.76 ** 2.00（0.55） 2.27（0.56） -4.20 ***
問題対応力 2.92（0.48） 2.81（0.43） 1.85 † 2.91（0.44） 2.79（0.45） 2.43 * 2.94（0.46） 2.78（0.44） 3.03 **
ソーシャルスキル 2.71（0.50） 2.58（0.51） 1.95 † 2.66（0.52） 2.59（0.51） 1.26 2.69（0.50） 2.57（0.52） 1.88 †

新奇・多様性 3.15（0.59） 3.00（0.50） 2.17 * 注２） 3.10（0.52） 3.00（0.55） 1.45 3.16（0.52） 2.96（0.53） 3.15 **
未来志向 2.78（0.63） 2.65（0.62） 1.69 † 2.74（0.63） 2.64（0.63） 1.38 2.81（0.59） 2.60（0.65） 2.88 **

雑務多忙 保護者への不満
無（n=95） 有（n=190） t（285） 無（n=165） 有（n=120） t（285）

実現感 3.04（0.62） 2.93（0.56） 1.57 3.00（0.57） 2.92（0.59） 1.18
役割獲得感 3.12（0.52） 2.92（0.51） 3.03 ** 3.04（0.50） 2.92（0.54） 2.00 *
喪失感 1.98（0.58） 2.24（0.54） -3.71 *** 2.07（0.57） 2.27（0.55） -3.06 **
問題対応力 2.94（0.41） 2.80（0.46） 2.58 * 注３） 2.87（0.44） 2.82（0.46） 1.05
ソーシャルスキル 2.68（0.43） 2.59（0.55） 1.54   注４） 2.65（0.49） 2.58（0.54） 1.17
新奇・多様性 3.15（0.52） 3.00（0.53） 2.21 * 3.09（0.54） 3.00（0.53） 1.44
未来志向 2.77（0.57） 2.65（0.66） 1.50 2.73（0.61） 2.64（0.65） 1.30

同僚関係の困難 私生活の犠牲
無（n=194） 有（n=91） t（285） 無（n=123） 有（n=162） t（285）

実現感 3.00 （0.55） 2.90（0.63） 1.40 2.99（0.58） 2.95（0.58） 0.54
役割獲得感 3.02 （0.50） 2.92（0.56） 1.52 3.01（0.54） 2.98（0.51） 0.50
喪失感 2.11 （0.57） 2.25（0.56） -2.01 * 2.03（0.58） 2.24（0.54） -3.13 **
問題対応力 2.87 （0.44） 2.80（0.48） 1.21 2.91（0.44） 2.80（0.46） 1.96 †

ソーシャルスキル 2.63 （0.51） 2.61（0.53） 0.32 2.71（0.47） 2.56（0.54） 2.50 *
新奇・多様性 3.06 （0.51） 3.03（0.58） 0.43 3.09（0.51） 3.02（0.55） 1.11
未来志向 2.72 （0.61） 2.63（0.66） 1.21 2.81（0.57） 2.60（0.66） 2.72 **
注１．***p<.001，**p<.01，*p<.05，† p<.10　注２．等分散を仮定しない t 検定 df=158　注３．同様 df=210，注４．同様 df=234

Table 2　キャリアレジリエンスを説明変数，ストレッサーによるネガティブな心理状態を目的変数とした重回帰分析

ストレッサーの種類 児童・生徒
指導の困難

教師連携への
不満

管理職への
不満 雑務多忙 保護者への

不満
同僚関係の

困難
私生活の

犠牲
n 192 146 160 190 120 91 162
問題対応力 -.16 * -.41 *** -.18 *
ソーシャルスキル -.16 *
新奇・多様性
未来志向 -.21 ** -.19 *
R2 .10 *** .04 * .03 * .17 *** .03 *
Adj R2 .09 *** .03 * .02 * .16 *** .03 *
注．***p<.001，**p<.01，*p<.05
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Table 3　ストレッサーによるネガティブな心理状態とキャリアレジリエンスを説明変数，職業的アイデンティティ
を目的変数とした重回帰分析

ストレッサーの種類 児童・生徒指導の困難 教師連携への不満 管理職への不満 雑務多忙
n 192 146 160 190

職業的アイデンティティ 実現感 役割獲
得感 喪失感 実現感 役割獲

得感 喪失感 実現感 役割獲
得感 喪失感 実現感 役割獲

得感 喪失感

問題対応力 .32 *** .53 *** -.38 *** .40 *** .61 *** -.55 *** .42 *** .61 *** -.41 *** .38 *** .59 *** -.48 ***
ソーシャルスキル
新奇・多様性
未来志向 .25 ** .29 ** .28 *** -.17 * .30 ***
ネガティブな心理状態 -.19 ** -.23 *** .26 ***
R2 .35 *** .40 *** .27 *** .39 *** .38 *** .30 *** .40 *** .37 *** .28 *** .38 *** .35 *** .23 ***
Adj R2 .34 *** .39 *** .26 *** .38 *** .37 *** .29 *** .39 *** .37 *** .27 *** .37 *** .34 *** .23 ***

ストレッサーの種類 保護者への不満 同僚関係の困難 私生活の犠牲
n 120 91 162

職業的アイデンティティ 実現感 役割獲
得感 喪失感 実現感 役割獲

得感 喪失感 実現感 役割獲
得感 喪失感

問題対応力 .46 *** .67 *** -.55 *** .59 *** .61 *** -.51 *** .38 *** .60 *** -.51 ***
ソーシャルスキル
新奇・多様性
未来志向 .28 ** .26 **
ネガティブな心理状態 .19 * -.14 *
R2 .44 *** .45 *** .31 *** .35 *** .38 *** .33 *** .38 *** .36 *** .26 ***
Adj R2 .43 *** .44 *** .30 *** .34 *** .37 *** .31 *** .37 *** .35 *** .26 ***
注．***p<.001，**p<.01，*p<.05

Table 4　分散分析の交互作用
従属変数 交互作用項 F 値 多重比較の結果

ストレッサーによ
るストレス反応

× キャリアレジ
リエンス

役割獲得感 雑務多忙感 × 問題対応力 F（1,154）=5.75
p<.05

ストレス反応有・無群とも：キャリアレジリエンス高群＞低群
キャリアレジリエンス高群：ストレス反応無群＞有群
キャリアレジリエンス低群：ストレス反応有群＝無群

実現感 雑務多忙感 × ソーシャルス
キル

F（1,169）=3.94
p<.05

ストレス反応有・無群とも：キャリアレジリエンス高群＞低群
キャリアレジリエンス高群：ストレス反応無群＞有群
キャリアレジリエンス低群：ストレス反応有群＝無群

喪失感 雑務多忙感 × ソーシャルス
キル

F（1,169）=5.63
p<.05

ストレス反応無群：キャリアレジリエンス高群＜低群
ストレス反応有群：キャリアレジリエンス高群＝低群
キャリアレジリエンス高群：ストレス反応無群＜有群
キャリアレジリエンス低群：ストレス反応有群＝無群

実現感 児童・生徒指導の
困難

× 新奇・多様性 F（1,167）=4.88
p<.05

ストレス反応無群：キャリアレジリエンス高群＞低群
ストレス反応有群：キャリアレジリエンス高群＝低群
キャリアレジリエンス高群：ストレス反応無群＞有群
キャリアレジリエンス低群：ストレス反応有群＝無群

役割獲得感 児童・生徒指導の
困難

× 新奇・多様性 F（1,167）=8.48
p<.01

ストレス反応無群：キャリアレジリエンス高群＞低群
ストレス反応有群：キャリアレジリエンス高群＝低群
キャリアレジリエンス高群：ストレス反応無群＞有群
キャリアレジリエンス低群：ストレス反応有群＝無群

喪失感 児童・生徒指導の
困難

× 新奇・多様性 F（1,167）=4.67
p<.05

ストレス反応無群：キャリアレジリエンス高群＜低群
ストレス反応有群：キャリアレジリエンス高群＝低群
キャリアレジリエンス高群：ストレス反応無群＜有群
キャリアレジリエンス低群：ストレス反応有群＝無群

注．多重比較の結果における「＞」「＜」は５％水準で有意差あり，「＝」は有意差なしを指す

t 検定
７種類の教師ストレッサーのそれぞれについて，経

験の有無によるキャリアレジリエンスおよび職業的ア
イデンティティの平均，標準偏差を算出したところ，
Table 1 のとおりとなった。t 検定の結果，全てのス

トレッサーにおいて経験の有無による職業的アイデン
ティティの喪失感因子の得点に差異が見られ，いずれ
も経験有群が経験無群より有意に得点が高かった。こ
の結果よりいずれのストレッサーもキャリア形成上の

「危機になりうる出来事」であると判断し，７種類す
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べてを以降の分析で用いることとした。また，７種類
のストレッサーのうち保護者への不満と同僚関係の困
難の２種類を除いた５種類については，経験有群が無
群より，キャリアレジリエンスのいずれかの構成因子
の得点が低かった。
教師ストレッサーの経験有群を対象とした重回帰分析

教師ストレッサーの種類別にその経験有群のみを対
象に，キャリアレジリエンスの各因子を説明変数，そ
のストレッサーから生じたネガティブな心理状態（嫌
悪感）を目的変数とした重回帰分析（ステップワイズ
法）を行った。その結果，Table 2 の通りとなった。
教師ストレッサーのうち管理職への不満と同僚関係の
困難を除くと，いずれかのストレッサーによるネガ
ティブな心理状態に問題対応力とソーシャルスキルと
未来志向のいずれかが負の影響力を示した。

続いて，教師ストレッサーの種類別にその経験有群
のみを対象に，そのストレッサーから生じたネガティ
ブな心理状態（嫌悪感）とキャリアレジリエンスの各
因子を説明変数，職業的アイデンティティを目的変数
とした重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。そ
の結果，Table 3 のとおりとなった。教師ストレッサー
の全種類において，キャリアレジリエンスの問題対応
力が職業的アイデンティティの実現感因子と役割獲得
感因子に有意な正の影響力を，喪失感因子に有意な負
の影響力を示した。また同僚関係の困難以外の６種類
の教師ストレッサーにおいて，キャリアレジリエンス
の未来志向が職業的アイデンティティの実現感因子に
有意な正の影響力を示した。
分散分析

教師ストレッサーを経験し，かつそれによりネガ
ティブな心理状態（嫌悪感の程度が３以上）となった
者をストレス反応有群，それ以外をストレス反応無群
に分類した。その結果，ストレス反応有群の人数は，
児童・生徒指導の困難で128人，教師連携への不満で
90人，管理職への不満で113人，雑務多忙感で141人，
保護者への不満で85人，同僚関係の困難で57人，私生
活の犠牲で123人となった。また，キャリアレジリエ
ンスの構成要素それぞれについて，平均＋1/2SD 以
上の者を高群，平均－1/2SD 以下の者を低群に分類
したところ，問題対応力（M=2.85，SD=0.45）の高群
が75人，低群が83人，ソーシャルスキル（M=2.62，
SD=0.51）の高群が88人，低群が85人，新奇・多様性

（M=3.05，SD=0.53）の高群が94人，低群が77人，未
来志向（M=2.69，SD=0.63）の高群が57人，低群が88
人となった。教師ストレッサーの各種類のストレス反
応有無とキャリアレジリエンスの各構成要素の保有程
度（高群／低群）を独立変数，職業的アイデンティティ

の各因子の得点を従属変数とした分散分析を行ったと
ころ，有意な交互作用項が見られた箇所は Table 4 の
とおりであった。単純主効果の結果より，いずれもキャ
リアレジリエンス高群においてストレス反応無群が有
群より職業的アイデンティティの形成度合が高くな
り，一方キャリアレジリエンス低群においては職業的
アイデンティティの形成度合にストレス反応有無によ
る有意差は見られなかった。

考察

教師を対象に仕事でのストレッサーに直面した際の
職業的アイデンティティ形成におけるキャリアレジリ
エンスの働きについて検証することを目的とし，仮定
していた２つの働きについて考察する。
教師ストレッサーに直面してもネガティブな心理的症
状に陥ることを防ぐ働きを示すことで，職業的アイデ
ンティティの形成度合の低下を防ぐ働き

教師ストレッサー経験者を対象に，その際のネガ
ティブな心理的な状態（嫌悪感）に及ぼすキャリアレ
ジリエンスの保有度合の影響を検討した重回帰分析の
結果，教師ストレッサーのうち児童・生徒指導の困難
に対しては，キャリアレジリエンスのうちソーシャル
スキルと未来志向が，教師連携への不満に対しては未
来志向が，雑務多忙と保護者への不満と私生活の犠牲
に対しては問題対応力が，それぞれネガティブな心理
状態に負のパスを示した。教師ストレッサーの種類に
よって効果を示すキャリアレジリエンスの構成要素は
若干異なるものの，主に問題対応力と未来志向がネガ
ティブな心理状態を抑制する効果を示すと解釈でき
る。一方児玉（2015）や Kodama（2017，2021）にお
いても，問題対応力と未来志向が何らかのストレッ
サーとなりうる出来事に直面してもネガティブな心理
的状態に陥りにくいことが示唆されている。教師レジ
リエンスの研究においても，子どもの問題行動等など
への対処にかかわる自己効力が低いことが，そのよう
な問題への対処の困難から生じるバーンアウトへつな
がることを報告している（Hong，2012）。キャリアレ
ジリエンスの問題対応力で測定している内容は問題へ
の対処に関わる自己効力に近いため，本研究の結果と
同様の結果と言えよう。また，東條（2019）は教師レ
ジリエンスのうち特に楽観性が，新任教員の疲労感の
抑制に効果を示すことを報告している。キャリアレジ
リエンスの未来志向で測定している内容は楽観性に近
いため，本研究の結果と類似した結果と言えよう。こ
れらの結果より，教職においてもその他様々な職種の
企業就業者においても，問題対応力や未来志向は，問
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題に直面した際にネガティブな心理状態に陥ることを
抑制する働きを示すことが示唆された。

各ストレッサーを経験した者を対象とした，職業的
アイデンティティを目的変数とした重回帰分析の結果
より，特に児童・生徒指導の困難から生じるネガティ
ブな心理状態は，職業的アイデンティティの職業役割
の側面（主に役割獲得感因子）にも，個の側面（主に
実現感因子）においても，その形成を抑制することが
示唆された。教師を含めた対人援助職は，その対人援
助の対象（教師の場合は主に児童・生徒）への感情面
での関与が求められ，それによりバーンアウトを引き
起こすことが報告されている（例えば荻野・瀧ヶ崎・
稲木，2004）。さらにバーンアウトは教師の職業的ア
イデンティティの危機になることも報告されている

（溝口・辻河，2009）。本研究で扱っている教師ストレッ
サーのうち，特に児童・生徒指導の困難によって生じ
るネガティブな心理状態は，バーンアウトにつながり
やすいものと考えられ，そのためこの種類のストレッ
サーでは，そのネガティブな心理状態が直接職業的ア
イデンティティの形成度合低下につながっているので
あろう。また，私生活の犠牲から生じるネガティブな
心理状態は，職業的アイデンティティの個の側面（主
に実現感因子）の形成を抑制することが示唆された。
児玉（2010）は育児中の企業就業者を対象とした研究
で，仕事と家庭の両立葛藤であるワーク・ファミリー・
コンフリクトが高いほど，職業的アイデンティティの
形成度合が低くなることを報告している。仕事以外の
時間がとれずに嫌悪感を抱いている状態は，一種の
ワーク・ファミリー・コンフリクトと言え，本研究の
結果は児玉（2010）と類似した結果と言えよう。

同じくこの重回帰分析の結果より，いずれのスト
レッサーを経験している場合でも，問題対応力が職業
的アイデンティティの２側面両方の形成を促進するこ
とが示唆された。また未来志向は職業的アイデンティ
ティのうち個の側面（主に実現感因子）の形成を促進
することが示唆された。これらと前述のキャリアレジ
リエンスがネガティブな心理状態を抑制する働きをあ
わせて考えると，児童・生徒指導の困難に直面した場
合，キャリアレジリエンスのうちソーシャルスキルと
未来志向はネガティブな心理状態を抑制することで間
接的に職業的アイデンティティ形成度合の低下を抑制
し，さらにキャリアレジリエンスのうち主に問題対応
力が職業的アイデンティティの形成度合を直接的に促
進する働きをすることが示唆された。また私生活を犠
牲にしている場合，キャリアレジリエンスのうち問題
対応力はネガティブな心理状態を抑制することで間接
的に職業的アイデンティティの個の側面にかかわる形

成度合の低下を抑制し，キャリアレジリエンスのうち
問題対応力と未来志向は直接的に職業的アイデンティ
ティの個の側面にかかわる形成度合の促進する働きを
することが示唆された。以上より，ストレッサーのう
ち児童・生徒指導の困難および私生活の犠牲の２種類
において，ストレッサーに直面した際にキャリアレジ
リエンスがネガティブな心理的症状に陥ることを防ぐ
ことで，職業的アイデンティティの形成度合の低下を
防ぐ働きは，確認された。

また本研究の結果より，いずれのストレッサーに直
面していても，キャリアレジリエンスのうち問題対応
力が高いと，職業的アイデンティティ形成度合も高く
なることが確認された。児玉（2015）でも，ネガティ
ブライフイベント経験者・非経験者を込みにしたデー
タで，キャリアレジリエンスの全因子において得点が
高いほど職業的アイデンティティの形成度合の得点の
高まることが確認されているが，本研究の結果より，

「危機になりうる出来事」に直面しているときでも特
に問題対応力が有効な働きを示すことが示唆された。
教師ストレッサーによるネガティブな心理的症状が職
業的アイデンティティに及ぼすネガティブな影響を減
少させる働き

教師ストレッサーの各種類のストレス反応有無と
キャリアレジリエンスの各構成要素の保有程度（高群
／低群）を独立変数，職業的アイデンティティの各因
子の得点を従属変数とした分散分析における交互作用
の単純主効果の結果では，いずれもキャリアレジリエ
ンスの得点が高い場合は，ストレス反応有群が無群よ
り職業的アイデンティティの形成度合が低くなるが，
キャリアレジリエンスの得点が低い場合は，そのよう
な 差 は み ら れ な か っ た。 こ れ は 児 玉（2015） や
Kodama（2017）の結果からの予測，すなわちキャリ
アレジリエンスの得点が低い場合はストレス反応有群
が無群より職業的アイデンティティの形成度合が低く
なるが，キャリアレジリエンスの得点が高い場合は，
そのような差はみられないという予測と相反するもの
であった。このような違いが見られた理由について考
察する。

教師ストレッサーの内容をみてみると，教師の仕事
が対人援助職であることから，本研究で扱った７種類
のストレッサーのうち５種類が対人関係にかかわる内
容であった。一方，児玉（2015）でこのようなネガティ
ブな心理的症状が職業的アイデンティティに及ぼすネ
ガティブな影響を減少させる働きが見られた際に扱わ
れていたリスク要因は，対人関係ではなく業務未達成
等であり，また Kodama（2017）はリアリティショッ
クを扱っており，いずれも対人関係にかかわるもので

02_児玉真樹子先生.indd   1602_児玉真樹子先生.indd   16 2021/11/27   9:322021/11/27   9:32



― 17 ―

教師の職業的アイデンティティ形成に及ぼすキャリアレジリエンスの働き ― ストレッサーに着目して ―

はない。これを踏まえると，対人関係にかかわるリス
ク要因の場合は，そのリスク要因によって生じたネガ
ティブな心理的症状が職業的アイデンティティに及ぼ
すネガティブな影響をキャリアレジリエンスが減少さ
せるという働きはみられない可能性が考えられる。
職種による違いの検討

本研究では教職でのキャリアレジリエンスの働きを
明らかにすると同時に，先行研究の結果との比較から
職種による違いについても知見を得ることを目的とし
ている。Cooper & Marshal（1976）では仕事上のス
トレッサーとして，職務に本質的なもの，役割にかか
わるもの（役割不明瞭など），キャリア形成にかかわ
るもの，人間関係にかかわるもの，組織構造と風土に
かかわるものとが挙げられている。そのうち職務に本
質的なものは教師を含む対人援助職では対人関係にか
かわる内容が多くなると考えられるが他職種ではそう
とは限らない。よって職種によって直面しやすい「危
機になりうる出来事」は異なる傾向があろう。実際，
教師を対象とした本研究で扱っている「危機になりう
る出来事」と，企業就業者を対象とした児玉（2015）
や Kodama（2017，2021）で扱っている「危機になり
うる出来事」は異なるものとなっている。しかしいず
れの研究でも，「危機になりうる出来事」に直面して
もキャリアレジリエンスはネガティブな心理的症状に
陥ることを防ぐ働きを示した。よってこの働きは職種
に関わらず共通してみられることが示唆される。

一方，「危機になりうる出来事」に直面してネガティ
ブな心理状態になることが，職業的アイデンティティ
に及ぼすネガティブな影響をキャリアレジリエンスが
減少させるという働きの有無は，「危機になりうる出
来事」のタイプによって異なることが本研究より示唆
された。職種によって直面しやすい「危機になりうる
出来事」のタイプが異なるため，職種による違いがあ
ると言えるだろう。
本研究の限界と今後の課題

本研究では次のような課題が残されている。まず１
点目として，本研究ではストレッサーに直面する前後
での各変数の得点を測定することはできておらず，一
時点でのデータを用いての相関関係を基にキャリアレ
ジリエンスの働きについて議論している点が課題とし
て挙げられる。縦断的な測定を行い，因果関係につい
てより詳細に検討することが求められるであろう。特
にストレッサーとして扱っている出来事の経験の有無
によりキャリアレジリエンスの保有度合に違いが見ら
れたが，この原因としては，キャリアレジリエンスの
保有度合が高いほどストレッサーとなりうる出来事そ
のものに遭遇することが抑制されることも，反対にス

トレッサーを経験することでキャリアレジリエンスの
保有度合が低下する可能性も両方考えられる。これに
ついては縦断的な研究を通して検討することが必要で
あろう。

２点目として，「危機になりうる出来事」の内容を
同一のものにして，職種によるキャリアレジリエンス
の働きの違いを検討できていない点が課題として挙げ
られる。本研究では教師特有のストレッサーを「危機
になりうる出来事」として扱っているため，企業就業
者を対象とした先行研究（児玉，2015；Kodama，
2017，2021）で扱われてきた「危機になりうる出来事」
の内容と異なり，対人関係にかかわる内容が多かった。
ただし本研究の教師ストレッサーで扱われている同僚
との関係や管理職との関係については，企業就業者も
ストレッサーとして体験するものである。そのため，
企業就業者を対象にこのような対人関係に関するスト
レッサーを「危機になりうる出来事」としてキャリア
レジリエンスの働き（特に「危機になりうる出来事」
によるネガティブな心理的症状が職業的アイデンティ
ティに及ぼすネガティブな影響を減少させる働き）を
検討し，本研究の結果と比較検討する必要があろう。

最後に，職種によるキャリアレジリエンスの働きの
違いを検証するためには，教職のみならず他の職種も
対象にして，比較検討していく必要があろう。
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